












●新春鼎談：化学研究所 創立80周年の歴史とこれから. . . . . . . 1～2
所長：江 信芳, 副所長：時任宣博, 副所長：佐藤直樹
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科学技術振興機構「さきがけ研究21」新プロジェクト採択
教授：上杉志成, 助手：村田靖次郎, 助手：今西未来









●化研らしい融合的・開拓的研究 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7～9


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































③My research interest is on the chemical bonding char-
acterization of 3d transition metal complexes using 
precise single crystal diffraction data and sophisticated
molecular orbital calculations. Chemical bonding plays
important role on the physical and chemical properties of the
material. Using x-ray absorption spectra to monitor the exact
change in spin state of a metal ion is successful. The spin
transitions due to the variation of temperature, pressure,
counter ions and guest solvent molecules are fascinating. The
LIESST phenomena have been observed at extreme low
temperature, the changes in structure and in spin occur
concurrently. Hopefully my stay in ICR will bring close





③My main research interests are on model lipid systems like
vesicles, multilayers supported on flat solid substrates (silicon,
quartz) or bilayers confined in porous materials (nanoporous
alumina). During my three month visit I will work with Prof.
H. Watanabe on the dielectric properties of fluctuating
charged lipid bilayers using broad band dielectric
spectroscopy. Hopefully my stay at ICR will also bring new
collaborations and productive neutron scattering experiments
with new or experienced neutron users, at the ILL or




















































































































































した（S.Yamamoto, Y. Morimoto, T. Ono
and M. Takano,“Magnetically superior
and easy to handle L10-FePt nanocrys-






























































































































































朝日新聞　朝刊・京都 京大人事　化学研究所長に江 信芳教授就任 江 信芳教授
Encyclopedia Britannica "Physical Sciences"中の"Carbon chemistry"の項目
2004 Book of the Year Physical Sciences "C60 with a tailored mouth"
Science "This week in Science" 水素内包フラーレンの合成 小松紘一教授




京都新聞　朝刊　 格子状炭素分子「フラ レーン」に水素分子閉じ込め、世界初　新素材開発合成に期待　小松京大教授らのグル プーが成功
日刊工業新聞　 フラーレンに水素内包　京大穴開け閉じ込め作製
日経ナノテクノロジーPDFplus ホットニュー ス 京大、フラーレンの開頭・縫合手術に成功
NHK ニュー ス610京いちにち 京大研究グループ、超伝導物質の効率的生産に成功
Chemical & Engineering News "Nanoscience: Filling a Fullerene" "Japanese group uses organic synthesis to make milligrams of H2-filled C60" 小松紘一教授"News of the Week"
New Scientist Technology "Stuffed buckyballs, clearer MRI scans" 小松紘一教授
ivcon.net "Molekulare Chirurgie" an einem Buckyball l sst Nanocontainer entstehen 小松紘一教授
京大学生新聞 内包フラーレンの合成に成功、水素分子を100%内包　世界初、他の原子・分子への応用も 小松紘一教授
京大学生新聞 輝く京大生、フラーレン応用に挑む新進気鋭の研究者、少人数で達成した快挙 村田理尚さん（D3）
Red Nova "Kyoto Univ. Researchers Trap Hydrogen in Fullerene" 小松紘一教授
Science News "Molecular surgery traps hydrogen inside carbon cage" 小松紘一教授The Weekly Newsmagazine of Science
週刊新潮　 21世紀の新素材「フラーレン」最前線 小松紘一教授












ニュー トン　Science Sensor 分子手術の効率アップ フラーレンの中に水素分子を効率良く閉じこめることに成功した 小松紘一教授
文京速報 京大化学研先端ビームナノ科学センター レーザー科学棟竣工記念式典を挙行 阪部周二教授
Organometallic News 有機金属ハイライト 分子手術による内包フラーレンの合成 小松紘一教授
日経産業新聞 透過型電子顕微鏡　染色なしで鮮明画像 登阪雅聡助手
化学工業日報　8面 高分子試料　無染色観察可能に　位相差電子顕微鏡を開発 登阪雅聡助手
日経ナノテクノロジーPDFplus ニュー ス 「高分子の構造研究における位相コントラストTEMの応用」を発表 登阪雅聡助手














毎日新聞　京都版 元素が彩る暮らしと未来を探る 来月1、2日京大でシンポ 京都大学化学研究所など
京都新聞　24面 中学生　大学の研究体感　京大でジュニアキャンパス 横尾俊信教授ら
山陽新聞 34面 緋襷の謎解明　備前焼独特の赤色文様　3段階へて発色　 野幹夫教授ら
第8回ロレアル色の科学と芸術賞最高賞に決定 研究グループ
毎日新聞　地域ニュー ス 周期表で化学を身近に　京大でシンポ　元素の役割を解説 京都大学化学研究所







讀賣新聞 13面 炎の芸術ナゾ解明　備前焼「緋襷」 5大学・研究機関　薬品で再現も 野幹夫教授ら研究グループ
京都新聞 9面科学 研究最前線21 京都大化学研究所バイオインフォマティクスセンタ （ー宇治市） 生命システムを再現 金久　實教授
化学　注目の論文 フラーレンを手術して水素を包み込む
Chemistry in Context（アメリカ化学会編集の教科書） "An open-cage fullerene, serving as a nanocontainer, is filled with a H2 molecule." 小松紘一教授
Section 8.9"The HydrogenEconomy" "In 2003, Japanese scientists at Kyoto University achieved 100% encapsulation of H2 over 8 hours. "
洛南タイムス 田原小学校で親と子の集い「DNAの不思議さに感動　- 研究者を招き、おもしろ”課外授業”- 」 柘植知彦助手
イミダス（2006年版） 「化学」の項目「フラーレン：分子手術法によって水素分子を内包したフラーレンH2@C60」 小松紘一教授
ニュー トン　ナノテク・フロンティア サッカーボールを手術する？ フラ レーン分子を手術するかのように開閉して水素分子を閉じこめた 小松紘一教授






































































『Synthesis of Kinetically Stabilized 1-Silanaphthalenes and Their Properties』














『Conducting and Magnetic Properties of 1-Ethyl-3-methylimidazolium（EMI）Salts Containing Paramagnetic
Irons: Liquids［EMI］［M111Cl4］（M = Fe and Fe0.5Ga0.5）and Solid［EMI］2［Fe11Cl4］』




『Calix[5]arene-Based Receptor for Dumbbell-Shaped C120』














『Organic Synthesis of Endohedral C60 Encapsulating






『Synthesis of Open-Cage C70 and Encapsulation


























『Fabrication of TiO2 Periodic Structure by the Photopoly-





『 all-anti Oligosilanes: Conformation Control of
Oligosilanes Utilizing the Bicyclic Trisilane Unit』
2005 環太平洋国際化学会議　学生ポスター賞
平成17年12月18日
『Perfect all-anti Oligosilanes: Conformation Control of Oligosilanes




The 14th ScreenTech & TargetTalk 2005 ポスター賞
平成17年3月23日
『Prediction of GPCR Oligomer Interface』
15th IUPAB Int'l Biophysics Congress ポスター賞
平成17年9月1日



































































































































































































































































































































































































［助　手］●瀧川一学 附属バイオインフォマティクスセンター 採　 用
（附属バイオインフォマティクスセンター特任助手から）
平成17年9月30日
［教務職員］●山本真平 附属元素科学国際研究センター 辞　 職
平成17年10月1日
［特別教育 ●山本真平 附属元素科学国際研究センター 採　 用
研究助手］ （附属元素科学国際研究センター教務職員から）
平成17年12月1日
［教務職員］●吉村智之 物質創製化学研究系 採　 用
（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部技術補佐員から）
平成18年1月1日
［教　授］●中村正治 附属元素科学国際研究センター 採　 用
（東京大学大学院理学系研究科助教授から）


















編 集 後 記







Institute for Chemical Research
Kyoto University
化研点描
黄檗つれづれ
化学研究所本館より木質ホールへ向かって行くと、小道の脇に3本の若木
が並び、風が緑の葉を揺らしている。平成17年秋に、生存圏研究所の島田
幹夫名誉教授の手によって植樹された「黄檗（キハダ）」の木である。「黄
檗の地にあるキャンパスで黄檗（キハダ）の木を育てたい」、と島田名誉教
授が苦心して入手したものだ。ミカン科の落葉樹で、成長すると高さ25メー
トルほどになり、幹の内皮は健胃整腸作用があり、漢方薬や吉野の陀
だ
羅
ら
尼
に
助
すけ
の原料に、また黄色の染料として古くから用いられている。
宇治キャンパスの最寄り駅は黄檗駅であり、近隣の地域を俗に「黄檗」と
いう。またキャンパスの東の山際には、黄檗山萬福寺という禅宗の古刹が
あり、昔からこの辺りは黄檗丘陵と呼ばれる丘陵地帯となっている。萬福
寺は江戸時代に隠元禅師が中国より渡来して改装した黄檗宗の大本山。隠
元禅師が中国で修行していた福建省の黄檗山萬福寺をその名の原点として
おり、中国の黄檗山を「古黄檗」、宇治のものを「新黄檗」と呼ぶ。「黄檗」
の名は、中国の黄檗山に、その昔キハダの木が数多く自生していたことに
由来しているという。秋になると黄色に色づくキハダの木が群生していた
風景は、さぞかし美しかったことであろう。
宇治の黄檗山萬福寺は、小高い丘の上に明朝風の伽藍が点在する異国情
緒あふれる寺院だ。美術や文学、建築、普茶料理（中国風の精進料理）な
ど多くの文化的影響を日本にもたらした寺院として知られ、
隠元禅師は、ほかに木魚や西瓜、インゲン豆なども日本に伝
えたといわれている。当時の日本の人々にとって、黄檗山の
修行僧たちがもたらす見たこともない文物や、漢方薬などは
「未知の世界」そのものであったことだろう。宇治・黄檗の地
は、世界の先端科学を日本に伝える窓口であったともいえる。
本誌「黄檗」は今号で24号を数え、1992年の創刊以来、化
研の最新情報を発信する広報誌としての役割を担っている。
「黄檗」の地で今もいきづく科学の息吹を世に伝える一助と
なりたいと願うものである。
（取材・文：広報室柘植） 宇治キャンパスに植えられた黄檗（キハダ）
の木。2005年11月撮影。
